
MVS300B
VSWRブリッジ

仕様◆5-3000MHzの周波数範囲

◆40dB以上の方向性

◆50Ωの基準終端器内蔵

◆1.5Wの最大入力電力

◆TG搭載スペクトラムアナライザ
MSA438/538TGを使うことによりリ
ターンロスの評価を簡便に行える
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※表示価格には消費税は含まれておりません。別途申し受けます。※仕様・形状は、事前の断りなしに変更されることがあります。

VSWRブリッジの概要 MSA438/538TGによるリターンロス測定

VSWRブリッジはフィルタ、増幅器、アンテナ等の電子デバイスや回路あるいは装置の
入出力の整合性（マッチング）を評価するために使用します。整合性は、VSWRを測定す
ることによって評価します。VSWRブリッジは、直接的にはリターンロスを測定すること
からリターンロスブリッジとも呼ばれています。
信号発生器から VSWR ブリッジの SOURCE ポートおよび DUT ポートを通して被試
験物（DUT) に正弦波信号（進行波）が供給されます。DUT の入力端で発生した反射波
は DUT ポートおよび REFLECTED ポートを通して電力計あるいはスペクトラムアナ
ライザへ入力されます。この反射波を
電力計で測定します。
リターンロス＝0dB の校正は、 DUT
ポートを開放することによって行いま
す。DUT ポートを開放すれば、このポー
ト 端 で 全 電 力 が 反 射 さ れ、
REFLECTED ポートに出力されます。
本器において、 SOURCE ポートから
DUT ポートおよび DUT ポートから
REFLECTED ポートへの挿入損失の理
論値は、 各々 6dB です。つまり、 DUT
ポートを開放したとき、 SOURCE ポー
トに -10dBm を加えると、 REFLECTED ポートには -22dBm( 実際には -22 ～
-25dBm) が出力されます。この時の電力計の読み値 Po(dBm) がリターンロス＝0dB
となります。次に、DUT を接続した時の電力計の読み値を Px(dBm) とすると、

VSWRあるいはリターンロスは信号発生器と電力計があれば測定できますが、周
波数特性カープを得ようとすると、信号発生器の周波数を少しづつ変えて、電力
計の読み値を1点ずつプロットしなければならず、手間と時間がかかります。
そこで、TG搭載スペクトラムアナ
ライザMSA438/538TGを使う
ことにより簡単にリターンロス
の周波数特性カーブを得ること
ができます。MSA438/538TGと
MVS300Bの接続の仕方を図1
に 示 し ま す 。 T G  O U T と
S O U R C E ポ ー ト お よ び R F 　
INPUTとREFLECTEDポートを
同軸ケーブルで接続します。
なお、DUTに加えられる電力
は、MSA438/538TGの出力レ
ベ ル が - 1 0 d B m で す の で 、
MVS300BのSOURCEポートか
らDUTポートへの挿入損失6dB(規格値7dB以下)を加えると、-16～-17dBmと
なります。印加レベルが高過ぎる場合は、TG OUTとDUTポートの間に固定アッ
テネータを挿入します。

リターンロスからVSWRへの換算
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